
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

東呉大学日本語文学系「二〇一四年度日本語教育国
際シンポジウム」

大場, 健司
九州大学大学院地球社会統合科学府 : 博士後期課程

https://doi.org/10.15017/1526102

出版情報：九大日文. 24, pp.84-86, 2014-10-01. 九州大学日本語文学会
バージョン：
権利関係：



◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

東
呉
大
学
日
本
語
文
学
系
「
二
〇

一
四
年
度
日
本
語
教
育
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

二
〇
一
四
年
五
月
三
日
、
台
湾
・
東
呉
大
学
で
日
本
語
学
、
日
本
文
学

関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
東
呉
大
学
は
台
湾
の
大
学
の
中

で
も
日
本
語
教
育
で
有
名
な
名
門
大
学
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

筆
者
も
参
加
し
、
い
く
つ
か
の
研
究
発
表
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。
台
湾

で
は
日
本
文
学
研
究
よ
り
も
日
本
語
研
究
の
ほ
う
が
活
発
ら
し
く
、
全
体

的
に
日
本
語
学
や
日
本
語
教
育
学
に
関
す
る
発
表
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

研
究
発
表
は

、

、

の
三
会
場
で
行
わ
れ
、
筆
者
は
日
本
近
現
代
文

A

B

C

学
が
中
心
の

会
場
で
発
表
を
聴
講
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も
日
本
語
で

C

行
わ
れ
、
発
表
者
に
は
開
催
地
で
あ
る
東
呉
大
学
の
教
員
が
多
か
っ
た
。

会
場
の
最
初
の
研
究
発
表
は
、
淡
江
大
学
教
授
、
曽
秋
桂
氏
の
「
エ

C
コ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
か
ら
読
む
日
本
原
発
文
学

―
・

を
境
に
見

3

11

る
未
来
像
を
描
い
た
「
隣
の
風
車
」
と
「
不
死
の
島
」
を
中
心
に

―
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
発
表
で
は
、
作
家
、
ア
ニ
メ
脚
本
家
の
豊
田
有
恒
（
一

九
三
八
―
）
の
「
隣
の
風
車
」（
『
小
説
現
代
』
第
一
八
巻
五
号
、
講
談
社
、
一
九
八

〇
年
五
月
）
と
、
多
和
田
葉
子
（
一
九
六
〇
―
）
の
「
不
死
の
島
」（
谷
川
俊
太

郎
、
多
和
田
葉
子
、
重
松
清
他
『
そ
れ
で
も
三
月
は
、
ま
た
』
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
二

月
）
と
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
や
原
子
力
発
電
と
の
関
連
か
ら
論
じ
ら
れ
、

現
在
の
台
湾
で
の
反
核
デ
モ
を
意
識
し
て
反
核
的
な
結
論
が
示
さ
れ
た
。

次
の
発
表
は
、
九
州
大
学
大
学
院
の
嚴
基
權
氏
に
よ
る
「
「
京
城
日
報
」

に
お
け
る
検
閲
の
問
題

―
佐
藤
春
夫
の
「
律
儀
者
」
を
中
心
に

―
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
発
表
で
は
、
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
朝
鮮

で
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
新
聞
「
京
城
日
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
佐
藤
春
夫

（
一
八
九
二
―
一
九
六
四
年
）
の
「
律
儀
者
」（
一
九
三
八
年
一
月
七
日
―
一
一
日
／

総
三
回
）
の
検
閲
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
「
律
儀
者
」
が
日
本
で
は
検
閲

を
受
け
た
が
、
朝
鮮
で
は
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
内
地
と
外
地
で
の
検

閲
情
報
の
共
有
が
緩
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。

次
に
、
九
州
大
学
大
学
院
の
賴
怡
真
氏
が
「
宮
沢
賢
治
「
ペ
ン
ネ
ン
ネ

ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
と
「
黄
い
ろ
の
ト
マ
ト
」
の
比
較
研
究

―
サ
ー
カ
ス
を
め
ぐ
る
二
つ
の
言
説
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
宮

沢
賢
治
（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
年
）
の
「
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ

ム
の
伝
記
」（
生
前
未
発
表
、
一
九
二
一
、
一
九
二
二
年
）
と
「
黄
い
ろ
の
ト
マ

ト
」（
生
前
未
発
表
、
一
九
二
四
年
）
が
対
比
さ
れ
、
同
時
代
の
言
説
が
参
照

さ
れ
な
が
ら
、
両
テ
ク
ス
ト
に
共
通
し
て
登
場
す
る
「
サ
ー
カ
ス
」
の
描

写
と
可
能
性
と
し
て
の
「
人
さ
ら
い
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。

台
湾
の
学
会
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
最
初
に
挙
げ
た
曽
氏
の
発
表
で
も
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
が
映
さ
れ
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。
賴
氏
の
発
表
後
に
は
、
司

会
の
張
桂
娥
氏
（
東
呉
大
学
）
が
、
コ
メ
ン
ト
を
行
う
の
に
際
し
て
事
前
に



パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
り
、
驚
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
予
稿
集
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表

を
論
文
形
式
に
ま
と
め
た
冊
子
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
新
鮮
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
七
月
末
ま
で
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
の
教
授
だ
っ
た
太
田

登
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
学
会
で
は
予
稿
集
と
し
て
『
会
議
論
文
集
』
が
学

会
の
当
日
に
配
布
さ
れ
、
発
表
者
の
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
い
う

（
「
五
つ
の
提
言
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
八
九
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、
二
〇
一
三
年

一
一
月
）
一
九
六
頁
）
。
つ
ま
り
、
日
本
の
学
会
で
は
レ
ジ
ュ
メ
は
配
布
さ
れ

て
も
「
口
頭
発
表
」
の
枠
を
出
な
い
の
に
対
し
て
、
台
湾
の
学
会
で
は
「
口

頭
発
表
」
の
段
階
で
「
活
字
化
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

台
湾
の
淡
江
大
学
で
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
に
は
「
第
三
回
村
上
春
樹

国
際
学
術
研
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
八
月
に
は
村
上
春
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
村
上
春
樹
（
一
九
四
九
―
）
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
は
「
第
四
回
村
上
春
樹
国

際
学
術
研
討
会
」
が
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
海
外
文
学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
台
湾
で
も
日
本
文

学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
文
学
を
読
む
の
は
、
何
も
日
本
人
と
は

限
る
ま
い
。
文
学
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（écriture

）
は
国
境
を
越
え
て
読

ま
れ
、
研
究
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
日
本
語
が
母
国
語
で
な
い
研
究
者
に
と

っ
て
、
日
本
語
は
「
他
者
の
言
語
」（la

langue
de
l'autre

）
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ

ダ
「
他
者
の
言
語
」（
『
他
者
の
言
語

―
デ
リ
ダ
の
日
本
講
演
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
八
九
年
一
二
月
）
二
五
七
頁
）
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
者
に
よ
っ
て
こ

そ
、
文
学
研
究
は
「
差
異
」
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
嚴
氏
は
「
京
城

日
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
日
本
文
学
の
全
集
未
収
録
テ
ク
ス
ト
を
論
じ
る

こ
と
で
、
新
し
い
視
点
を
与
え
て
い
る
。
賴
氏
は
宮
沢
賢
治
の
テ
ク
ス
ト

を
森
鴎
外
（
一
八
六
二
―
一
九
二
二
年
）
だ
け
で
な
く
、
モ
ー
リ
ス
・
メ
ー
テ

ル
リ
ン
ク
（M

aurice
M
aeterlinck,

1862-1949

）

や
『
グ
リ
ム
童
話
』（G

rim
m
s

M
ärchen,

1812

）
と
い
っ
た
西
洋
の
テ
ク
ス
ト
と
の
関
連
で
読
ん
で
い
る
。

「
国
家
」
や
「
共
同
体
」
の
枠
を
越
え
て
こ
そ
、
文
学
は
差
異
を
含
ん
だ

形
で
読
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
「
国
家
」
を
越
え
る
と
き
、
日
本
文
学
研
究
は

各
国
文
学
史
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
捨
て
、
比
較
文
学
へ
と
近
づ
い
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。
西
成
彦
が
言
う
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
の
関
係

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
「
外
地
の
日
本
語
文
学
」
の
研
究
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
（
「
日
本
語
文
学
の
越
境
的
な
読
み
に
向
け
て
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』

第
二
二
巻
四
号
、
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
）
。
ジ
ャ

ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930-2004

）
は
自
身
の
『
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ

ー
に
つ
い
て
』（D

e
la
gram

m
atologie,

1967

）
を
引
用
し
な
が
ら
、
テ
ク
ス

ト
の
両
義
性
＝
翻
訳
不
可
能
性
を
前
に
し
た
と
き
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
に
と
っ

て
さ
え
も
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
が
「
他
者
の
言
語
」
に
な
る
と
言
っ
て
い
る

（
「
他
者
の
言
語
」
二
七
九
―
二
八
〇
頁
）
。
自
ら
の
言
語
の
「
外
部
」
に
立
つ

こ
と
こ
そ
が
、
文
学
研
究
に
差
異
を
与
え
、
他
者
性
の
尊
重
や
国
家
を
超

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
者
名
と
題
目
を
す
べ
て
記
し
て
お
く
。

【
講
演
】

〇
楊
凱
榮
（
東
京
大
学
兼
人
民
大
学
）
「
対
照
研
究
を
通
し
て
み
る
日
中
両
言

語
の
違
い
」

〇
庵
功
雄
（
一
橋
大
学
）
「
日
本
語
教
育
と
コ
ー
パ
ス
」



〇
坪
井
秀
人
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
「
総
動
員
体
制
下
に
お
け
る

詩
」

〇
康
永
富
（
韓
国
慶
熙
大
学
校
）
「
ス
ト
ー
リ
ー
教
材
を
活
用
し
た
日
本
語
文

法
教
育
」

【

会
場
】

A
〇
山
本
卓
司
（
神
戸
大
学
大
学
院
）
「
中
国
語
の
共
起
頻
度
か
ら
見
る
台
湾
人

日
本
語
学
習
者
の
接
尾
辞
「
的
」
の
誤
用
」

〇
葉
懿
萱
（
東
呉
大
学
）
「
「
ト
キ
」
を
め
ぐ
る
形
式
に
関
す
る
一
考
察

―
時
間
表
示
機
能
の
意
味
的
相
違
を
中
心
に

―
」

〇
朱
廣
興
（
東
呉
大
学
）
「
認
知
（
習
得
）
と
い
う
文
法
の
機
能
か
ら
文
法

化
し
た
と
さ
れ
た
も
の
を
考
え
る
」

〇
劉
洪
岩
（
九
州
大
学
大
学
院
）
「
日
本
語
の
後
置
詞
に
対
す
る
漢
文
介
詞
の

影
響
」

〇
李
霽
芳
（
銘
傳
大
学
）
「
交
渉
と
い
う
言
語
行
動
に
関
す
る
意
識
の
台
日

比
較
」

〇
盧
月
珠
（
東
呉
大
学
）
「
日
本
語
と
中
国
語
の
「
心
」
と
「
気
」
を
含
む

関
連
表
現
の
文
法
構
造
分
析
と
意
味
解
釈

―
日
中
対
照
分
析

―
」

【

会
場
】

B
〇
彭
思
遠
（
東
呉
大
学
）
「
台
湾
人
学
習
者
の
外
来
語
意
識
及
び
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー

―
初
級
段
階
を
中
心
に

―
」

〇
尾
崎
学
（
開
南
大
学
）
「
表
現
意
図
に
応
じ
た
敬
語
表
現
の
符
号
化
の
指

導
に
つ
い
て
」

〇
施
列
庭
（
開
南
大
学
）
「
自
然
言
語
処
理
技
術
を
利
用
し
た
日
本
語
語
彙

学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
教
育
効
果
」

〇
陳
美
玲
（
東
呉
大
学
）
「
聴
解
に
お
け
る
日
本
語
学
習
者
の
自
己
評
価
及

び
そ
の
受
け
入
れ
方
に
つ
い
て
」

〇
王
淑
琴
（
政
治
大
学
）
、
永
井
隆
之
（
政
治
大
学
）
「
タ
ン
デ
ム
学
習
法
を

利
用
し
た
授
業
の
試
み
」

〇
李
美
麗
（
大
葉
大
学
）
「
四
技
応
用
日
本
語
学
科
に
お
け
る
教
育
目
標
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
結
合
度
に
つ
い
て
の
考
察
」

【

会
場
】

C
〇
曾
秋
桂
（
淡
江
大
学
）
「
エ
コ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
か
ら
読
む
日
本
原
発

文
学

―
・

を
境
に
見
る
未
来
像
を
描
い
た
「
隣
の
風
車
」
と
「
不

3

11

死
の
島
」
を
中
心
に

―
」

〇
嚴
基
權
（
九
州
大
学
大
学
院
）
「
「
京
城
日
報
」
に
お
け
る
検
閲
の
問
題

―
佐
藤
春
夫
の
「
律
儀
者
」
を
中
心
に

―
」

〇
賴
怡
真
（
九
州
大
学
大
学
院
）
「
宮
沢
賢
治
「
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・

ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
と
「
黄
い
ろ
の
ト
マ
ト
」
の
比
較
研
究

―
サ
ー
カ

ス
を
め
ぐ
る
二
つ
の
言
説
」

〇
落
合
由
治
（
淡
江
大
学
）
「
説
得
心
理
学
の
視
点
か
ら
見
た
効
果
的
説
明

の
特
徴

―
日
本
語
雑
誌
の
マ
ル
チ
ジ
ャ
ン
ル
的
表
現
構
成
を
中
心
に

―
」

〇
羅
濟
立
（
東
呉
大
学
）
「
日
本
語
に
影
響
さ
れ
た
客
家
語
語
法
研
究

―
『
標
準
広
東
語
辞
典
』（1933

）
の
事
例
研
究

―
」

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）
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